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【 手 続 補 正 書 】
【 提 出 日 】 平 成 18年 9月 22日 (2006.9.22)
【 手 続 補 正 １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 特 許 請 求 の 範 囲
【 補 正 対 象 項 目 名 】 全 文
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 収 穫 網 （ １ ） の 口 部 に 設 け ら れ る ス ラ イ ド 環 （ ２ ） に 、 ス プ リ ン グ 作 用 を 有 す る 開 閉 紐
（ ３ ） を 挿 通 す る と と も に 、 前 記 開 閉 紐 （ ３ ） の 一 端 部 を 開 閉 紐 取 付 具 （ ４ ） に 、 他 端 部
を 前 記 収 穫 網 （ １ ） を 開 閉 作 動 さ せ る 開 閉 網 作 動 棒 （ １ ４ ） に そ れ ぞ れ 連 結 し 、 前 記 開 閉
紐 取 付 具 （ ４ ） を 開 閉 自 在 な 切 断 作 動 具 （ ５ ） に 取 り 付 け 、 こ の 切 断 作 動 具 （ ５ ） と 刃 物
（ ６ ） と の 間 で 果 実 の 蔕 の じ く を 挟 み 込 ん で 切 断 す る よ う に 構 成 す る こ と を 特 徴 と す る 果
実 収 穫 装 置 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 切 断 作 動 具 （ ５ ） は 、 前 記 刃 物 （ ６ ） の 先 の 両 側 に そ の 刃 物 （ ６ ） の 先 を 挟 む よ う
に 二 枚 設 置 さ れ て い る 請 求 項 １ に 記 載 の 果 実 収 穫 装 置 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 切 断 作 動 具 （ ５ ） に は 、 前 記 収 穫 網 （ １ ） が 開 い た と き に 前 記 刃 物 （ ６ ） を 囲 う 刃
先 カ バ ー （ １ ７ ） が 固 着 さ れ て い る 請 求 項 １ ま た は ２ に 記 載 の 果 実 収 穫 装 置 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 収 穫 網 （ １ ） を 保 持 す る 第 １ フ レ ー ム （ ８ ） が 、 作 業 棒 （ １ ６ ） に 保 持 さ れ る 第 ２
フ レ ー ム （ １ ２ ） に 対 し 接 合 ピ ン （ １ １ ） を 中 心 に 角 度 変 更 可 能 に 設 け ら れ て い る 請 求 項
１ ～ ３ の い ず れ か に 記 載 の 果 実 収 穫 装 置 。
【 手 続 補 正 ２ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 全 文
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 発 明 の 名 称 】 果 実 収 穫 装 置
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 太 い 幹 か ら 直 接 成 っ た 果 実 を 収 穫 す る 果 実 収 穫 装 置 に 関 す る も の で あ る 。
【 背 景 技 術 】



【 ０ ０ ０ ２ 】
　 従 来 、 高 い 所 の 果 実 を 収 穫 す る に は 、 脚 立 の 上 に 載 っ て 、 ま た は 木 に 直 接 登 っ て 、 手 鋏
み で 果 実 の 蔕 の じ く を 切 断 す る か 、 あ る い は 高 枝 切 鋏 み で 切 断 し て 収 穫 す る よ う に し て い
た 。
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 し か し な が ら 、 脚 立 ま た は 木 に 登 っ て 手 鋏 み で 行 う 作 業 で は 、 転 倒 す る 危 険 性 が あ っ た
り 、 果 実 に 傷 を 付 け ず に 収 穫 す る の が 難 し い と い う 問 題 点 が あ っ た 。 一 方 、 高 枝 切 鋏 み に
よ る 作 業 で は 、 蔕 の じ く を 切 断 す る こ と が 難 し い た め 、 枝 と 共 に 切 断 せ ざ る を 得 ず 、 太 い
木 に 直 接 成 る 果 実 は 収 穫 で き な か っ た り 、 果 実 の 成 る 角 度 に よ っ て は 収 穫 に 制 約 が あ る と
い う 問 題 点 が あ っ た 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 本 発 明 は 、 こ の よ う な 問 題 点 を 解 消 す る た め に な さ れ た も の で 、 果 実 に 傷 を 付 け ず に 、
安 全 か つ 確 実 に 収 穫 作 業 を 行 う こ と の で き る 果 実 収 穫 装 置 を 提 供 す る こ と を 目 的 と す る も
の で あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 前 記 目 的 を 達 成 す る た め に 、 本 発 明 に よ る 果 実 収 穫 装 置 は 、
　 収 穫 網 （ １ ） の 口 部 に 設 け ら れ る ス ラ イ ド 環 （ ２ ） に 、 ス プ リ ン グ 作 用 を 有 す る 開 閉 紐
（ ３ ） を 挿 通 す る と と も に 、 前 記 開 閉 紐 （ ３ ） の 一 端 部 を 開 閉 紐 取 付 具 （ ４ ） に 、 他 端 部
を 前 記 収 穫 網 （ １ ） を 開 閉 作 動 さ せ る 開 閉 網 作 動 棒 （ １ ４ ） に そ れ ぞ れ 連 結 し 、 前 記 開 閉
紐 取 付 具 （ ４ ） を 開 閉 自 在 な 切 断 作 動 具 （ ５ ） に 取 り 付 け 、 こ の 切 断 作 動 具 （ ５ ） と 刃 物
（ ６ ） と の 間 で 果 実 の 蔕 の じ く を 挟 み 込 ん で 切 断 す る よ う に 構 成 す る こ と を 特 徴 と す る も
の で あ る （ 第 １ 発 明 ） 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 本 発 明 に お い て 、 前 記 切 断 作 動 具 （ ５ ） は 、 前 記 刃 物 （ ６ ） の 先 の 両 側 に そ の 刃 物 （ ６
） の 先 を 挟 む よ う に 二 枚 設 置 さ れ て い る の が 好 ま し い （ 第 ２ 発 明 ） 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 本 発 明 に お い て 、 前 記 切 断 作 動 具 （ ５ ） に は 、 前 記 収 穫 網 （ １ ） が 開 い た と き に 前 記 刃
物 （ ６ ） を 囲 う 刃 先 カ バ ー （ １ ７ ） が 固 着 さ れ て い る の が 好 ま し い （ 第 ３ 発 明 ） 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 ま た 、 前 記 収 穫 網 （ １ ） を 保 持 す る 第 １ フ レ ー ム （ ８ ） が 、 作 業 棒 （ １ ６ ） に 保 持 さ れ
る 第 ２ フ レ ー ム （ １ ２ ） に 対 し 接 合 ピ ン （ １ １ ） を 中 心 に 角 度 変 更 可 能 に 設 け ら れ て い る
の が 良 い （ 第 ４ 発 明 ） 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 前 記 第 １ 発 明 に よ れ ば 、 果 実 に 収 穫 網 （ １ ） を 被 せ て 開 閉 網 作 動 棒 （ １ ４ ） を 作 動 さ せ
る と 、 こ の 開 閉 網 作 動 棒 （ １ ４ ） を 介 し て 開 閉 紐 （ ３ ） が 作 動 し 、 ス ラ イ ド 環 （ ２ ） を 介
し て 収 穫 網 （ １ ） の 口 部 が 果 実 の 表 面 を 滑 り 、 そ の 果 実 の 蔕 の じ く を 刃 物 （ ６ ） の 先 に 開
閉 紐 取 付 具 （ ４ ） で 導 き 寄 せ て 収 穫 網 （ １ ） が 収 縮 し 、 蔕 の じ く を 切 断 作 動 具 （ ５ ） と 刃
物 （ ６ ） と の 間 で 挟 み 込 ん で 切 断 し 、 収 穫 網 （ １ ） の 中 に 果 実 を 収 穫 す る こ と が で き る 。
こ う し て 、 果 実 に 傷 を 付 け ず に 、 安 全 か つ 確 実 に 収 穫 作 業 を 行 う こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 前 記 第 ２ 発 明 の 構 成 を 採 用 す る こ と に よ り 、 果 実 の 蔕 の じ く を 確 実 に 切 断 す る こ と が で
き る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 前 記 第 ３ 発 明 に よ れ ば 、 収 穫 網 （ １ ） か ら 収 穫 し た 果 実 を 取 り 出 す 際 に 、 刃 物 （ ６ ） が
刃 先 カ バ ー （ １ ７ ） に て 囲 わ れ る の で 、 安 全 に 収 穫 網 （ １ ） か ら 収 穫 し た 果 実 を 取 り 出 す
こ と が で き る 。
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【 ０ ０ １ ２ 】
　 前 記 第 ４ 発 明 に よ れ ば 、 第 １ フ レ ー ム （ ８ ） を 木 の 幹 に 当 て て 収 穫 網 （ １ ） の 角 度 を 鋭
角 ま た は 鈍 角 に 自 由 に 変 え る こ と が で き る 。 し た が っ て 、 木 の 裏 側 な ど い ろ い ろ な 成 り 方
を す る 果 実 に 対 応 さ せ て 、 確 実 に 収 穫 網 （ １ ） 内 に 収 穫 す る こ と が で き る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ３ 】
　 次 に 、 本 発 明 に よ る 果 実 収 穫 装 置 の 具 体 的 な 実 施 の 形 態 に つ い て 、 図 面 を 参 照 し つ つ 説
明 す る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 図 １ は 、 本 発 明 の 一 実 施 形 態 に 係 る 果 実 収 穫 装 置 を 収 穫 網 の 開 閉 口 が 開 い た 状 態 で 示 す
正 面 図 で あ る 。 図 ２ は 、 同 果 実 収 穫 装 置 を 収 穫 網 の 開 閉 口 が 閉 じ た 状 態 で 示 す 正 面 図 で あ
る 。 ま た 、 図 ３ は 図 １ の 上 部 拡 大 図 、 図 ４ は 図 ３ の 側 面 図 、 図 ５ は 図 ２ の 上 部 拡 大 図 、 図
６ は 図 ５ の 側 面 図 で あ る 。 さ ら に 、 図 ７ は 図 ３ の Ａ － Ａ 線 に 沿 う 断 面 図 、 図 ８ は 図 ５ の Ｂ
－ Ｂ 線 に 沿 う 断 面 図 で あ る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 本 実 施 形 態 の 果 実 収 穫 装 置 は 、 第 １ 作 業 棒 １ ６ に 対 し て 第 ２ 作 業 棒 １ ８ が 伸 縮 で き る よ
う に さ れ 、 こ れ ら 作 業 棒 １ ６ ， １ ８ の 長 さ 調 整 に よ っ て 果 実 の 高 さ に 合 わ せ て 収 穫 作 業 が
で き る よ う に 構 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 第 １ 作 業 棒 １ ６ の 先 端 部 に は 作 業 棒 連 結 具 １ ３ に よ っ て 連 結 ピ ン １ ５ を 介 し て 第 ２ フ レ
ー ム １ ２ が 取 り 付 け ら れ 、 第 ２ フ レ ー ム １ ２ の 先 端 に フ レ ー ム 接 合 ピ ン １ １ を 介 し て 第 １
フ レ ー ム ８ が 回 動 可 能 に 取 り 付 け ら れ て い る 。 ま た 、 第 ２ フ レ ー ム １ ２ と 第 １ フ レ ー ム ８
と の 間 に は ス プ リ ン グ ９ が 張 架 さ れ 、 こ の ス プ リ ン グ ９ の 作 用 に よ り 第 １ フ レ ー ム ８ が 回
動 さ れ て 、 絵 鈍 角 ま た は 鋭 角 に 角 度 を 自 在 に 変 え ら れ る よ う に さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 前 記 第 １ 作 業 棒 １ ６ お よ び 第 ２ 作 業 棒 １ ８ 内 に は 、 収 穫 網 １ を 開 閉 作 動 さ せ る 開 閉 網 作
動 棒 １ ４ が 配 さ れ 、 こ の 開 閉 網 作 動 棒 １ ４ の 基 端 部 は 収 穫 網 開 閉 ハ ン ド ル ２ １ に 連 結 さ れ
、 そ の 開 閉 網 作 動 棒 １ ４ の 先 端 部 は 開 閉 紐 ３ に 連 結 さ れ て い る 。 こ こ で 、 開 閉 紐 ３ は 、 ワ
イ ヤ ー ロ ー プ 、 ピ ア ノ 線 、 バ ネ 線 、 形 状 記 憶 合 金 な ど の ス プ リ ン グ 作 用 を 有 す る 素 材 よ り
な っ て い る 。 こ の 開 閉 紐 ３ が 、 収 穫 網 １ の 口 部 に 設 け ら れ る ス ラ イ ド 環 ２ に 挿 通 さ れ 、 そ
の 先 端 部 が 開 閉 紐 取 付 具 ４ に 連 結 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 ま た 、 前 記 開 閉 紐 取 付 具 ４ は 、 蔕 の じ く を 刃 物 ６ の 先 を 両 側 に 挟 む 二 枚 設 置 の 切 断 作 動
具 ５ に 取 り 付 け ら れ 、 こ の 切 断 作 動 具 ５ と 刃 物 ６ と の 間 で 果 実 の 蔕 の じ く を 挟 み 込 ん で 切
断 す る よ う に な っ て い る 。 こ こ で 、 刃 物 ６ は 刃 物 取 付 ボ ル ト ７ に よ っ て 第 １ フ レ ー ム ８ に
取 り 付 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 ま た 、 図 ３ に 示 さ れ る よ う に 、 前 記 切 断 作 動 具 ５ に は 、 収 穫 網 １ が 開 い た と き に 刃 物 ６
を 囲 う 刃 先 カ バ ー １ ７ が 固 着 さ れ て お り 、 こ れ に よ っ て 、 安 全 に 収 穫 網 １ か ら 果 実 の 取 り
出 し が で き る よ う に さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 本 実 施 形 態 の 果 実 収 穫 装 置 は 以 上 の よ う に 構 成 さ れ て い る の で 、 果 実 の 収 穫 に 際 し て は
、 ま ず 第 １ 作 業 棒 １ ６ と 第 ２ 作 業 棒 １ ８ と を 伸 縮 操 作 し て 、 そ の 長 さ を 収 穫 果 樹 の 高 さ に
合 わ せ て 設 定 し た 後 、 果 実 の 成 る 角 度 に 合 わ せ る た め に 収 穫 網 １ を 木 の 幹 な ど に 当 て 、 第
１ フ レ ー ム ８ の 角 度 を ス プ リ ン グ ９ の 作 用 で 調 整 す る 。 な お 、 微 小 角 度 に つ い て は 開 閉 紐
３ の ス プ リ ン グ 作 用 で 調 整 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 次 に 、 収 穫 し よ う と す る 果 実 に 収 穫 網 １ を 被 せ て 収 穫 網 開 閉 ハ ン ド ル ２ １ を 引 く と 、 開
閉 網 作 動 棒 １ ４ を 介 し て 開 閉 紐 ３ が 作 動 し 、 ス ラ イ ド 環 ２ を 介 し て 収 穫 網 １ の 収 穫 口 が 果
実 の 表 面 を 滑 り 、 蔕 の じ く を 開 閉 紐 取 付 具 ４ で 刃 物 ６ の 先 に 導 き 寄 せ る よ う に し て 収 穫 網
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１ が 収 縮 す る 。 こ の 収 縮 に 伴 っ て 、 蔕 の じ く が 刃 物 ６ と 切 断 作 動 具 ５ と の 間 に 挟 み 込 ま れ
て 切 断 さ れ 、 果 実 が 収 穫 網 １ 内 に 収 穫 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 収 穫 後 に 収 穫 網 ハ ン ド ル ２ １ を 離 す と 、 開 閉 網 ス プ リ ン グ １ ９ の 作 用 で 開 閉 網 作 動 棒 １
４ が 作 動 し 、 開 閉 紐 ３ で ス ラ イ ド 環 ２ を 介 し て 収 穫 網 １ と 切 断 作 動 具 ５ が 開 い て 、 切 断 作
動 具 ５ に 固 着 さ れ た 刃 先 カ バ ー １ ７ が 刃 物 ６ の 先 を 囲 う 。 こ う し て 、 安 全 に 収 穫 網 １ か ら
果 実 を 取 り 出 し 収 穫 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 本 実 施 形 態 の 果 実 収 穫 装 置 に よ れ ば 、 第 １ 作 業 棒 １ ６ と 第 ２ 作 業 棒 １ ８ と を 伸 縮 操 作 し
て 果 実 の 高 さ に 合 わ せ て 収 穫 作 業 が で き る の で 、 脚 立 や 木 登 り で の 危 険 な 収 穫 作 業 か ら 解
放 さ れ る と い う 利 点 が あ る 。 ま た 、 木 の 裏 側 な ど い ろ い ろ な 成 り 方 を す る 果 実 に 、 変 角 度
に 作 動 す る 第 １ フ レ ー ム ８ と ス プ リ ン グ 作 用 の あ る 開 閉 紐 ３ で 対 応 し 、 果 実 を 確 実 に 収 穫
網 １ に 掴 む こ と が で き る 。 ま た 、 開 閉 紐 ３ は ３ ｍ ｍ 程 度 の 細 い も の を 使 用 し 、 第 １ フ レ ー
ム ８ と し て 薄 い も の を 使 用 す れ ば 、 果 実 の 蔕 の じ く は 短 く 狭 い 隙 間 に 入 り 、 そ の じ く を よ
り 確 実 に 切 断 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 ま た 、 果 実 の 木 は 、 棘 や 害 虫 あ る い は 皮 膚 に 炎 症 を 引 き 起 こ す 木 な ど 多 様 な も の が あ る
が 、 本 実 施 形 態 に よ れ ば 、 そ れ ら の 害 か ら 身 体 を 守 る こ と が で き る 。 ま た 、 収 穫 網 １ は 弾
力 性 の あ る ワ イ ヤ ー ロ ー プ 等 よ り な る 開 閉 紐 ３ で ス ラ イ ド 環 ２ を 介 し て 装 着 し て い る の で
、 収 穫 時 に 果 実 を 損 傷 す る の を 防 止 す る こ と が で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ２ ５ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 一 実 施 形 態 に 係 る 果 実 収 穫 装 置 を 収 穫 網 の 開 閉 口 が 開 い た 状 態 で 示 す 正
面 図
【 図 ２ 】 本 発 明 の 一 実 施 形 態 に 係 る 果 実 収 穫 装 置 を 収 穫 網 の 開 閉 口 が 閉 じ た 状 態 で 示 す 正
面 図
【 図 ３ 】 図 １ の 上 部 拡 大 図
【 図 ４ 】 図 ３ の 側 面 図
【 図 ５ 】 図 ２ の 上 部 拡 大 図
【 図 ６ 】 図 ５ の 側 面 図
【 図 ７ 】 図 ３ の Ａ － Ａ 線 に 沿 う 断 面 図
【 図 ８ 】 図 ５ の Ｂ － Ｂ 線 に 沿 う 断 面 図
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 １ 　 　 収 穫 網
　 ２ 　 　 ス ラ イ ド 環
　 ３ 　 　 開 閉 紐
　 ４ 　 　 開 閉 紐 取 付 具
　 ５ 　 　 切 断 作 業 具
　 ６ 　 　 刃 物
　 ７ 　 　 刃 物 取 付 ボ ル ト
　 ８ 　 　 第 １ フ レ ー ム
　 ９ 　 　 ス プ リ ン グ
１ ０ 　 　 角 度 指 示 具
１ １ 　 　 フ レ ー ム 接 合 ピ ン
１ ２ 　 　 第 ２ フ レ ー ム
１ ３ 　 　 作 業 棒 連 結 具
１ ４ 　 　 開 閉 紐 作 動 棒
１ ５ 　 　 連 結 ピ ン
１ ６ 　 　 第 １ 作 業 棒
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１ ７ 　 　 刃 先 カ バ ー
１ ８ 　 　 第 ２ 作 業 棒
１ ９ 　 　 開 閉 網 ス プ リ ン グ
２ ０ 　 　 第 ２ 作 業 棒 蓋
２ １ 　 　 収 穫 網 開 閉 ハ ン ド ル
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